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研究成果の概要（和文）：85歳以上の超高齢者のお口の健康状態が、身体的、精神的健康状態および生活予後に
及ぼす影響を解明するため、東京在住の超高齢者542人にお口と身体の健康調査を行った。調査は初期調査、3年
経過後、６年経過後について追跡調査し、加齢による影響を検討した。その結果、初期調査から3年で91人が死
亡し、生存者との比較から、BMI、ADL、MMSEなど身体および認知機能の低い被験者に死亡者が多く、握力や最大
咬合力など、身体、口腔機能が低い被験者に多くの死亡者が認められた。血液検査では、死亡者の栄養状態
（ALB）は不良であり、炎症傾向が高かった。さらに、食生活の充実が生命予後に影響することが明らかとなっ
た。

研究成果の概要（英文）：In order to clarify the influence of oral health on physical and mental 
health status and life prognosis of very elderly aged 85 and older people, the first survey on 542 
very elderly residents living in Tokyo , the second survey after 3 years on same individuals, and 
the final survey of the investigation after 6 years. As a result, 91 people died in 3 years from the
 initial survey.
As a result of comparing the health status of the deceased and the survivors after three years,there
 are many deaths of subjects with low physical and cognitive functions such as BMI, ADL, MMSE, etc. 
There were many deaths in the subjects with low body and oral function such as grip strength and 
maximum occlusal force. 
Furthermore, blood test results showed that the nutritional status (ALB) of the deceased was poor 
and the tendency to inflammation was high. Moreover, it was revealed that improvement of dietary 
life affects life prognosis in super elderly people.

研究分野：高齢者歯科学
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１． 研究開始当初の背景 

現在、日本は超高齢者社会を迎え、2015 年

の高齢者人口は 3384 万人、総人口に占める

割合は 26.7％と共に過去最高となり、80 歳

以上人口も初めて 1000 万人を超えたと報告

されている。そのため、高齢者や超高齢者（85

歳以上）を要介護とさせない環境づくりある

いは、社会の超高齢化に応じた新たな価値観

の創造と社会システムの構築が急務である。

これは、口腔機能の健康維持を担う私たち歯

科医師においても、重要な課題である。そこ

で、本研究はこの難題解決のため、超高齢者

の健康を維持し、社会を構成する一員として

の役割を維持させるために必要な要因の検

討を行い、健康で生き甲斐のある老後の実現、

すなわち“健康長寿”実現による問題解決を

目指した。 

 

２．研究の目的 
本研究は、超高齢者が“健康で生き甲斐の

ある生活”を過ごすことによる、医療および

介護に関わる費用の抑制に寄与することを

目指している。また、日本人の死亡原因で肺

炎が第３位となり、その 97％は高齢者との衝

撃的な報告がなされた。この改善のためには、

超高齢者世代における口腔機能の維持や身

体的健康度の向上が必須で、まずそのために

は現状の把握が必須である。そもそも身体お

よび口腔機能の劣化は、高齢者において生命

予後の悪化や日常生活の自立を脅かす重要

な問題の一つとされている。最近の疫学研究

によると、高齢者では筋骨格疾患と口腔疾患

とはさまざまに関連することが報告され、し

かもこの２つの疾患は、互いに加齢にともな

う低栄養、糖尿病、慢性炎症および認知機能

障害などとも深い関連性があると報告され、

発症基盤を共有する可能性が報告されてい

る。そのため私たちの研究グループは、2008

年から 2010 年に東京在住の 85歳以上の超高

齢者 542 名を対象に「心と身体の健康調査」

を行い、口腔機能が全身的な運動能力や人生

での幸福感と深く関連していることを報告

した。そこで本研究ではこの結果を踏まえ、

初期調査対象被験者に同様の調査項目で、初

年度調査から３年後、および６年後での追跡

調査により、縦断調査を行いさらに生命予後

に関する調査を行った。そして、超高齢者に

おける口腔および身体的機能に加齢が及ぼ

す影響の検討を行い、健康寿命の延伸にこれ

らがどのような影響を及ぼすかについて検

討することを目的とした。 

 

３．研究の方法 
(1)調査対象者 

東京に在住する超高齢者への健康調査

(TOOTH)研究に参加した、542 人(男性：236

人、女性：306 人； 平均年齢±SD、87.8±2.2

年； 年齢幅、85-102 年)を調査対象として口

腔および身体機能に関する健康調査を行っ

た。さらに同一の被験者を対象に、３年後お

よび６年後の遺跡調査を行った。 

(2)口腔に関する健康調査 

咀嚼能力の評価は、15 種類の食品に関する

食物摂取アンケートにて行った。口腔状態に

関する調査は、歯を有する者に関しては現在

歯数、処置状態およびプラーク・歯石付着状

態、歯肉の炎症の有無、顎関節の異常の有無

等について調査した。欠損歯のある者に対し

ては義歯の使用の有無およびその設計およ

び状態、使用状況や管理方法等について聞き

取り調査を行った。さらに舌表面のプラーク

付着の有無を口腔清掃状態の指標の一つと

して測定した。また、お口に関する QOL の測

定には GOHAI を用い、さらに口腔カンジダ菌

の有無、吐唾法による３分間自然分泌唾液量

およびその成分についての分析を行った。ま

た、口腔機能を評価するため第一大臼歯相当

部における最大咬合力(MOF)を簡易型咬合力

計測装置 (Occlusal Force-Meter GM10；

Nagano Keiki, Inc.、Tokyo、Japan)にて測



定を行った。なお、義歯装着者には義歯を装

着し測定を行った。 

(3)身体機能および状態に関する調査 

身体機能の評価項目として、下肢筋機能活

動と握力を用いた。下肢筋機能活動の測定は、

高齢者の運動機能測定で広く用いられてい

る歩行速度テスト（TUG テスト）、椅子立ち座

りテスト（Chair stand テスト）、および開眼

片足立ち保持時間テスト（One-leg standing

テスト）を用いた。握力の測定は利き手の握

力を、携帯型握力計(タニタ 6103、タニタ

（株）、東京) にて測定した。 

(4)生化学的分析 

採血血液サンプルは、栄養指標としてアル

ブミン、総コレステロール、腎機能指標とし

てクレアチニン、炎症マーカーとして C反応

性蛋白(CRP)の血漿濃度を同時測定した(SRL、

東京)。糸球体濾過量 (eGFR) は、MDRD 公式

により数値化し、IL-6（炎症マーカー）の血

漿濃度は、ELISA キットを用い測定した。唾

液成分の分析は、ELISA 法による抗菌蛋白測

定（分泌型 IgA、Lysozyme）およびストレス

蛋白（コルチゾール、DHEA-S）を測定した。 

(5)臨床的評価 

対面での面接にて居住形態、教育歴、病歴、

日常生活活動度（ADL）、認知機能を評価した。

ADL は、Barthel Index を使用し 10 項目に関

して評価した。認知機能に関しては、

Mini-Mental State Examination (MMSE)を用

いて評価した。なお、病気分類は国際疾病分

類（ICD 10）に基づき行った。 

(6)生命予後 

初期調査から 6年間について生命予後の調

査を行った。具体的には、初期調査対象者全

員に対し、12ヶ月ごとに電話または郵便によ

る生死および罹患疾病等に関する調査を行

った。さらに、癌、心血管疾患、肺炎など、

死亡した原因について調査した。  

 
４．研究成果 
(1)正しい口腔環境の維持が肺炎罹患予防に

及ぼす影響 

口腔状態あるいは口腔衛生の低下は、高齢

者世代における肺炎罹患の主要な危険因子

として認識されている。このような口腔に関

わる因子を原因とする肺炎罹患を防ぐため、

口腔衛生状態に関する危険因子を明らかと

する目的で、85歳以上の超高齢者の種々の口

腔保健活動と肺炎罹患との関連性を調査し

た。TOOTH研究に参加した 524名の超高齢

者を対象に、口腔衛生状態および口腔衛生活

動ならびに血液化学分析を含む医学的評価

項目について調査および分析を行った。とく

に、初期調査から 3年経過後の期間において、

肺炎に罹患し、入院または死亡した者の数を

毎年追跡調査した。   

3 年間のフォローアップ期間中に、肺炎に

罹患した被験者は 48名（20人の死亡および

28人の急性入院）であった。一方、全被験者

のうち義歯装着者は 453名であり、その中で

夜間就寝時に義歯を装着しているものは

40.8％であった。この夜間義歯装着者は、義

歯を取り外し就寝する被験者に比較し、肺炎

罹患のリスクが統計学的に有意に高かった

（Fig.1）。さらに多変量 Coxモデルによる解

析結果から、夜間義歯装着者の肺炎罹患に対

するハザードリスク値（HR値）は 2.38（HR 

2.38、95％CI 1.25-4.56）と、これまで肺炎

罹患の大きな要因であるとされる自覚的嚥

下障害を有する者  （HR 2.31、95％CI 

1.11-4.82） とほぼ同一値であり、さらに認

知機能障害 （HR 2.15,95％CI 1.06-4.434）、

脳卒中の既往 （HR 2.46,95％CI 1.13〜5.35）、

および呼吸器疾患の既往 （HR 2.25,95％CI 

1.20-4.23）を有する被験者と同様な高い値で

あった。さらに、夜間義歯着用者群の、舌あ

るいは義歯へのプラーク付着、歯肉の炎症、

カンジダアルビカンス培養試験での陽性反

応、炎症状態の指標サイトカインの一つであ

るインターロイキン-6値が、夜間義歯非装着

者に比べいずれも有意に高かった。 



これらの結果から、超高齢者における夜間

睡眠中での義歯装着は、口腔内の炎症や口腔

内細菌の増殖のリスクを高めるだけではな

く、肺炎罹患と統計学的に有意な関連性を有

している事が明らかとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Figure.1 Denture wearing during sleep and 
incident pneumonia.  
Kaplan-Meier survival curves by denture wearing 
during sleep (p=0.021). Cumulative pneumonia 
event increased progressively in association with 
the nocturnal wearing. 
 
(2) 加齢による超高齢者の口腔機能の変化
が生命予後に及ぼす影響 

超高齢者の口腔機能の低下は、生命予後に

影響を及ぼすと考え、これまで様々な検討を

行ってきた。とくに本研究では、85歳以上の

超高齢者 489名を対象に、第１大臼歯部にお

ける最大かみしめ時の咬合力（MOF）を測定

し、3 年経過後における全原因死亡率との関

連性について検討を行った。これまでの研究

から、最大咬合力の大きさは性別および、義

歯の使用の有無など歯科的状態から影響を

受けるとの報告が有る。そこで本研究では、

被験者を性別および残存歯の有無で４つの

グループに分類し、それぞれのグループにつ

いて、最大咬合力の大きさで 3群に分類した

後、この 4つのグループを再度結合させるこ

とにより、性別および残存歯の有無を考慮し、

全被験者を最大咬合力の大きさに従い 3群に

分類を行った。これをもとに最大咬合力の相

違と、教育や喫煙、飲酒などの社会的項目や、

認知機能、身体的機能、心理状態、口腔機能、

罹患する疾病および血液生化学的分析項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Figure 2. MOF tertiles and 3-year all-cause 
mortality 
Kaplan-Meier survival curves for the three 
maximum occlusal force groups (P = 0.031). 
Cumulative survival rate increased progressively 
in association with an increase in maximum 
occlusal force. 
との関連性を分析した。さらに初期調査から

3 年間における死亡者数との関連性を検討し

た。その結果、MOF は、認知機能障害、残

存歯数、咀嚼可能食品数、握力、四肢筋能力、

および疾病では糖尿病と統計学的に有意な

関連性を有していた。3 年間のフォローアッ

プ期間中、74人の被験者が死亡した。 MOF

が最も高い被験者グループは、他の２群より

も死亡率が有意に低かった（Fig.2）。単変量

コックスモデルによる解析では、3群中MOF

が最も大きい群は、死亡リスクが有意に低か

った（HR = 0.69、95％CI = 0.51-0.91）。さ

らに多変量 Coxモデルにて、様々な交絡因子

にて調整し分析した結果でも、MOF はそれ

ら交絡因子からの影響を受けることなく、そ

の死亡リスクは有意に低かった（HR = 0.67、

95％CI = 0.50-0.91）。結論として、超高齢者

では、MOF は疾病や身体機能、認知機能な

ど超高齢者の生命予後に影響を及ぼすと考

えられる様々な健康的要因の影響を考慮し

ても、全原因死亡率と統計学的に有意な関連

性を認めた。これは、MOFが握力と同様に、

筋力低下の一般的なメカニズムであり、超高

齢者の生命予後を左右するであろう、サルコ

ペニアと関連する可能性を示唆している。 
(3)自覚的嚥下機能障害が生命予後に及ぼす
影響 

嚥下機能の低下は、超高齢者にとり様々な

P=0.031
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疾患への罹患率を高め、栄養失調リスクを増

大させる。本研究では、「自覚的嚥下障害（嚥

下障害を有するとの自覚症状を持つ）は、超

高齢者の健康寿命に影響を及ぼす」ことを仮

定し、この検証を行った。被験者は 85 歳以

上の高齢者 526人とした。すべての参加者は

まずお口の健康および身体的健康に関する

アンケートを行い、その後、医師、歯科医師

による口腔、身体および精神的機能に関する

調査に参加した。本研究において私たちは、

自覚的嚥下障害と全死因死亡者数との関連

性について検討を行った。その際、超高齢者

の死亡を左右すると思われる潜在的な交絡

因子で調整した Cox ハザードモデルを用い

検討し、死亡に対するハザード比および 95％

信頼区間を推定した。その結果、3 年間のフ

ォローアップ期間中、526人の参加者のうち

88 人が死亡し、68 人の参加者が自覚的嚥下

障害を訴えた。さらに自覚的嚥下障害を有す

る被験者は、BMI が低く、ADL が低く、虚

血性脳卒中、胃腸疾患および、摂取可能食品

数に制限を有した。さらに自覚的嚥下障害は、

身体的状態、機能および摂取カロリー数と統

計的に有意な関連性を認めた。また、単変量

解析で自覚的嚥下障害は、3年間（HR 1.89、

95％CI 1.14-3.14）の全死因死亡率において

約 1.9倍リスクが高く、統計的に有意な関連

性を示した。多変量解析では、性別、年齢、

合併症、身体機能、血清アルブミン、CRP値

などの交絡因子（HR 1.73、95％CI 1.03〜

2.92）で調整した後、この関連性に変化はな

かった。以上のことから、都市部在住超高齢

者では、自覚的嚥下障害は、その死亡リスク

の敏感なマーカーであることが示唆された。 

(4)超高齢者の食生活での満足度が人の幸福

感に及ぼす影響 

日々の食生活における満足度（SDL）が口

腔に関連する生活の質 （OHRQoL）および

主観的幸福感に及ぼす影響 （Well-being）を

調査し、85歳以上の超高齢者におけるこれら

の関連性を検討した。今回私たちは、TOOTH

研究に参加した 85歳以上の超高齢者 426人

を対象に調査及び分析を行った。すべての参

加者は、年齢、性別、教育および嗜好に関す

る社会学的、残存歯数、義歯の使用などの口 

腔状態さらに、日常生活動作 (ADL)や罹患す

る疾病、認知機能等に関するアンケートと、

これに加えて口腔および身体的機能に関す

る検査を行った。ロジスティック回帰分析を

用いて SDL と Well-being および OHRQoL

との関係を検討した結果、これらの間に統計

学的に有意な関連性を認めた。さらにこれに、

年齢、性別、飲酒、BMI、認知機能、ADL、

握力などの身体機能、および罹患している疾

病を交絡因子として加えた多変量モデルで

においても、GOHAI、 PGC、およびWHO-5

（OR = 0.460,95％CI = 0.277-0.762; OR = 

0.589、95％CI = 0.348-0.996 および OR = 

0.452、 95％ CI = 0.263-0.775）など、

OHRQoL、Well-beingに関する調査項目とに

有意な関連性を認めた。また、この分析に残

存歯数を加え、口腔状態による影響を加えて

も、その有意な関連性は維持された。 

これらのことより、日々の食生活での満足

度は、口腔および身体的なさまざまな条件に

影響されることなく、「人としての幸福感の

獲得」に強く貢献することが明らかとなり、

私たち歯科医療従事者は、超高齢者が人生を

終えるその時まで楽しく食生活を過ごせる

よう努力をしなければならない。 
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